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【
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
を
策
定
】
今

後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
、
市
民
と
と
も
に
つ
く
っ
た
計
画
が
、

４
月
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
計
画
に
沿
っ
て

施
策
を
進
め
ま
す
＝
写
真
⑥
。

【
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
】
４
月
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
に
よ
る
情
報
活
用
能

力
を
育
成
す
る
た
め
、
市
内
小
・
中
学
生

に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与

し
ま
し
た
＝
写
真
④
。

【
コ
ウ
ノ
ト
リ
３
羽
が
ふ
化
】
市
内
で
３

羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
ふ
化
。
地
域
の
子
ど

も
の
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
、
愛
称
を
「
あ

や
と
」「
さ
と
」「
ま
ゆ
」
に
決
定
。
母
親

は
「
そ
ら
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ヒ
ナ
は

６
月
に
巣
立
ち
ま
し
た
＝
写
真
②
。

【
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
】
５
月
、
亀
岡
市
の
府
立
京
都
ス
タ

ジ
ア
ム
に
お
い
て
無
観
客
で
実
施
。
本
市

か
ら
は
２
人
が
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加

し
、
聖
火
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
＝
写
真
⑧
。

【
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
始
ま
る
】
６
月
、

市
民
セ
ン
タ
ー
（
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
、
西
町
三
丁
目
）
で
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
集
団
接
種
を
開
始
。
４

　市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界

規
模
で
拡
大
し
約
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
休
業
要
請
な
ど

社
会
経
済
活
動
の
自
粛
、
感
染
拡
大
の
防

止
な
ど
に
努
め
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
、
本
市
は
幸
い
に
も
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
世
界
各

地
で
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る

自
然
災
害
が
多
発
し
、
市
民
生
活
や
地
域

経
済
へ
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
は
昨
年

９
月
、脱
炭
素
社
会
に
向
け
た「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、自
治
体
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
価
値
観
の
多
様
性

や
大
規
模
災
害
・
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
大
、

コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
変
容
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
な
ど
大
き
く
変
化
し
、
行
政
課

題
は
一
層
複
雑
化
、多
様
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
、
前
例
も
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
通
用
し
な
い
時
代
に
お
い

て
、
現
場
に
一
番
近
い
と
こ
ろ
で
行
う
市

政
は
、
地
に
足
の
着
い
た
施
策
を
提
案
し

て
い
く
姿
勢
が
な
お
さ
ら
重
要
で
あ
る
と

改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
愛

す
る
ふ
る
さ
と
綾
部
を
、
次
の
世
代
に
繋

ぐ
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
の
思

い
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
生
き
が
い
と
未
来
へ
の
希

望
が
も
て
、
互
い
に
助
け
あ
い
、
支
え
あ

え
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
、

内
外
の
平
和
と
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

回
に
わ
た
る
訓
練
や
市
民
の
協
力
の
お
か

げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
進
み
ま
し
た

＝
写
真
①
。

【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
】
９
月
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
＝
写
真
⑦
。

【
病
児
保
育
室
を
開
所
】
11
月
、
青
野
町

の
市
立
病
院
内
に
、
病
児
保
育
室
「
に
じ

い
ろ
ル
ー
ム
」
を
開
所
。
子
ど
も
が
病
気

の
と
き
で
も
、
保
護
者
が
安
心
し
て
勤
務

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
＝
写
真
⑤
。

１
月
市
立
病
院
に
遠
隔
手
話
通
訳
が
で
き

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
常
設
２
月
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
経
費
等
を
予

算
化
▽
市
の
広
報
動
画
と
写
真
が
「
京
都

広
報
賞
」
に
入
賞
３
月
医
療
従
事
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
開
始
▽
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
開
設
▽
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
で
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
可
能
に
▽
西
八
田
放

課
後
学
級
（
岡
安
町
）
を
竣
工
▽
睦
寄
町

の
あ
や
べ
温
泉
に
大
型
迷
路
が
オ
ー
プ
ン

＝
写
真
③
４
月
自
動
起
動
型
の
Ｆ
Ｍ
防
災

ラ
ジ
オ
を
整
備
▽
広
報
紙
な
ど
が
音
声
で

聞
け
た
り
多
言
語
で
読
め
た
り
す
る
ア
プ

リ
「
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
」
を
導
入
５
月

お
笑
い
コ
ン
ビ
「
シ
ャ
ン
プ
ー
ハ
ッ
ト
」

の
て
つ
じ
さ
ん
を
、
あ
や
べ
地
域
交
流
大

使
に
委
嘱
６
月
京
都
市
内
の
あ
や
べ
定
住

サ
ポ
ー
ト
京
都
サ
テ
ラ
イ
ト
店
で
「
あ
や

べ
市
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
７
月
あ

や
べ
特
産
館
の
来
館
１
０
０
万
人
突
破
▽

子
ど
も
に
エ
ー
ル
！
商
品
券
を
発
行
８
月

綾
部
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布
開

始
▽
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
綾
部
市
採
火
式
を
開

催
＝
写
真
⑨
▽
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
伴
走
者
と
し
て
出
場
し
た
本
市

出
身
の
長
谷
部
匠
さ
ん
が
、銀
メ
ダ
ル（
陸

上
競
技
・
男
子
１
５
０
０
㍍
）
を
獲
得
９

月
市
消
防
団
の
活
動
服
を
15
年
ぶ
り
に
新

調
＝
写
真
⑩
10
月
幼
稚
園
と
小
・
中
学
校

で
、
主
に
市
内
産
の
食
材
を
使
っ
た
「
地

産
地
消
仕
出
し
弁
当
」
を
提
供
▽
和
歌
山

市
の
水
管
橋
崩
落
事
故
に
よ
る
断
水
な
ど

を
受
け
、
給
水
支
援
の
た
め
市
職
員
と
給

水
車
を
派
遣
11
月
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
）
を
新
た
に
１

人
任
命
。
12
月
に
も
さ
ら
に
１
人
任
命
し

ま
し
た
▽
全
国
茶
品
評
会
で
綾
部
市
が
産

地
賞
（
１
位
）
を
受
賞
＝
写
真
⑪
▽
ス
マ

ホ
未
保
有
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
を
初
開

催
12
月
あ
や
べ
水
源
の
里
地
域
づ
く
り
協

同
組
合
創
立
総
会
を
開
催
＝
本
紙
９
面

そ
の
他
の
出
来
事

い
ち

令和４年
　年頭のごあいさつ
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広
報
紙
で
振
り
返
る ―

令
和
３
年
の
綾
部
市
政
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【
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
を
策
定
】
今

後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
、
市
民
と
と
も
に
つ
く
っ
た
計
画
が
、

４
月
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
計
画
に
沿
っ
て

施
策
を
進
め
ま
す
＝
写
真
⑥
。

【
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
】
４
月
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
に
よ
る
情
報
活
用
能

力
を
育
成
す
る
た
め
、
市
内
小
・
中
学
生

に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与

し
ま
し
た
＝
写
真
④
。

【
コ
ウ
ノ
ト
リ
３
羽
が
ふ
化
】
市
内
で
３

羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
ふ
化
。
地
域
の
子
ど

も
の
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
、
愛
称
を
「
あ

や
と
」「
さ
と
」「
ま
ゆ
」
に
決
定
。
母
親

は
「
そ
ら
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ヒ
ナ
は

６
月
に
巣
立
ち
ま
し
た
＝
写
真
②
。

【
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
】
５
月
、
亀
岡
市
の
府
立
京
都
ス
タ

ジ
ア
ム
に
お
い
て
無
観
客
で
実
施
。
本
市

か
ら
は
２
人
が
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加

し
、
聖
火
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
＝
写
真
⑧
。

【
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
始
ま
る
】
６
月
、

市
民
セ
ン
タ
ー
（
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
、
西
町
三
丁
目
）
で
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
集
団
接
種
を
開
始
。
４

　市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界

規
模
で
拡
大
し
約
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
休
業
要
請
な
ど

社
会
経
済
活
動
の
自
粛
、
感
染
拡
大
の
防

止
な
ど
に
努
め
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
、
本
市
は
幸
い
に
も
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
世
界
各

地
で
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る

自
然
災
害
が
多
発
し
、
市
民
生
活
や
地
域

経
済
へ
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
は
昨
年

９
月
、脱
炭
素
社
会
に
向
け
た「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、自
治
体
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
価
値
観
の
多
様
性

や
大
規
模
災
害
・
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
大
、

コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
変
容
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
な
ど
大
き
く
変
化
し
、
行
政
課

題
は
一
層
複
雑
化
、多
様
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
、
前
例
も
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
通
用
し
な
い
時
代
に
お
い

て
、
現
場
に
一
番
近
い
と
こ
ろ
で
行
う
市

政
は
、
地
に
足
の
着
い
た
施
策
を
提
案
し

て
い
く
姿
勢
が
な
お
さ
ら
重
要
で
あ
る
と

改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
愛

す
る
ふ
る
さ
と
綾
部
を
、
次
の
世
代
に
繋

ぐ
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
の
思

い
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
生
き
が
い
と
未
来
へ
の
希

望
が
も
て
、
互
い
に
助
け
あ
い
、
支
え
あ

え
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
、

内
外
の
平
和
と
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

回
に
わ
た
る
訓
練
や
市
民
の
協
力
の
お
か

げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
進
み
ま
し
た

＝
写
真
①
。

【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
】
９
月
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
＝
写
真
⑦
。

【
病
児
保
育
室
を
開
所
】
11
月
、
青
野
町

の
市
立
病
院
内
に
、
病
児
保
育
室
「
に
じ

い
ろ
ル
ー
ム
」
を
開
所
。
子
ど
も
が
病
気

の
と
き
で
も
、
保
護
者
が
安
心
し
て
勤
務

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
＝
写
真
⑤
。

１
月
市
立
病
院
に
遠
隔
手
話
通
訳
が
で
き

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
常
設
２
月
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
経
費
等
を
予

算
化
▽
市
の
広
報
動
画
と
写
真
が
「
京
都

広
報
賞
」
に
入
賞
３
月
医
療
従
事
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
開
始
▽
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
開
設
▽
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
で
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
可
能
に
▽
西
八
田
放

課
後
学
級
（
岡
安
町
）
を
竣
工
▽
睦
寄
町

の
あ
や
べ
温
泉
に
大
型
迷
路
が
オ
ー
プ
ン

＝
写
真
③
４
月
自
動
起
動
型
の
Ｆ
Ｍ
防
災

ラ
ジ
オ
を
整
備
▽
広
報
紙
な
ど
が
音
声
で

聞
け
た
り
多
言
語
で
読
め
た
り
す
る
ア
プ

リ
「
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
」
を
導
入
５
月

お
笑
い
コ
ン
ビ
「
シ
ャ
ン
プ
ー
ハ
ッ
ト
」

の
て
つ
じ
さ
ん
を
、
あ
や
べ
地
域
交
流
大

使
に
委
嘱
６
月
京
都
市
内
の
あ
や
べ
定
住

サ
ポ
ー
ト
京
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耐
震
診
断
・
改
修
で
住
宅
の
安
全
を
確
保

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
ほ
と
ん
ど

が
、
建
物
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る

圧
迫
死
で
す
。
ま
た
、
被
害
の
ほ
と
ん
ど

が
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
に

集
中
し
て
い
ま
し
た
。

住
宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
同
年

以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
耐
震
診
断
を

受
け
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
耐
震
改
修

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相
応
の
経
費

が
必
要
で
す
が
、
助
成
制
度
を
活
用
し
て

負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
＝
左
表
参
照
。

家
具
は
固
定
し
配
置
を
確
認

　震
災
で
は
、
死
亡
者
の
10
㌫
、
負
傷
者

の
46
㌫
が
家
具
の
転
倒
に
よ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　家
具
の
転
倒
防
止
に
使
用
す
る
器
具
は
、

Ｌ
型
金
具
や
ポ
ー
ル
式
器
具
、
ス
ト
ッ
パ

ー
、
粘
着
マ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
手
軽
に
購
入
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
は
誤
っ
た
使
い
方
を
す
る

と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
の
説
明
書

を
確
認
し
、正
し
く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
家
具
は
、
倒
れ
て
も
人
が
下
敷

き
に
な
ら
ず
、
出
入
口
を
ふ
さ
が
な
い
場

所
や
向
き
を
確
認
し
て
配
置
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
地
震
速
報
を
受
け
取
る
準
備
を

　緊
急
地
震
速
報
は
、
揺
れ
が
最
大
震
度

５
弱
以
上
と
予
想
さ
れ
る
と
き
、
震
度
４

以
上
が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
気
象
庁
が
発

表
し
ま
す
。
速
報
を
受
け
て
か
ら
大
き
な

揺
れ
が
始
ま
る
ま
で
の
数
秒
で
、
頭
を
守

る
な
ど
と
っ
さ
の
行
動
が
自
分
へ
の
被
害

を
軽
減
で
き
ま
す
。

　お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
な
ど
で
速
報
を
受
信
で
き
る
か
、
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　平成７年１月17日に発生し、多くの犠牲をもたらした阪神・淡路大震災（以
下、震災）から 27 年が経過しました。過去の災害を風化させないよう、次
の世代に語り継ぐ必要があります。大切な命を守るため、震災を振り返り、
家庭や職場などの地震対策を確認しましょう。

地震発生時に取るべき行動 耐震診断・改修の
補助制度

〇揺れを感じたら…　※緊急地震速報が流れたときも同様です
　まずは身の安全を確保。頭や首、顔の周りや利き手を守りましょう。

〇揺れが収まったら…
　・窓や戸を開け出口を確保する
　・火の元を確認する

〇家から避難するときは
　・電気のブレーカーを落としておく
　・ガスの元栓を閉める

家では
・机の下などで揺れが収まるまで
　身を守る
・就寝中は枕等で頭をしっかり保
　護する
・落下物が危険。慌てて外に飛び出さない

街中では
・カバンなどで落下物か
　ら身を守り建物から離
　れる
・ブロック塀や自動販売
　機等から離れる

電車・バスでは
・座って姿勢を低くしカバン等で頭を保護する
・座れないときはつり革や手すりにつかまる
・乗務員の指示に従う

山や崖の近くでは
・落石や崖崩れが発生しそうな斜面からできるだけ離れる

震災を忘れない
市自主防災組織等
ネットワーク会議研修会

阪神・淡路大震災の救助活動に参加した、湊秀明消防
司令に話を聞きました。

写真：人と防災未来センター提供

忘
災
か
ら
防
災
へ

地
震
災
害
に
備
え
を

〇市木造住宅耐震診断士派遣事業
　府に登録している診断士を派遣
　します（費用負担3,000円）

〇市木造住宅簡易耐震改修事業
　屋根の軽量化や壁、床、基礎の
　補強など簡易改修費用の５分の
　４を補助（上限40万円）

〇市木造住宅本格耐震改修事業
　耐震改修経費のうち５分の４を
　補助（上限100万円、多雪区域
　は上限120万円）

〇コミュニティ施設耐震診断費補助金
　木造の地域コミュニティ施設が
　対象　（上限28,000円）

※本年度の耐震改修事業は予定戸数
　に達しました。
※補助には要件があります。詳しく
　は建築課☎（42）4287へ。

当時の状況は
　当時は、消防士になって２年目。ビルや病院、高速道路が倒
壊し映画のような光景で、状況を受け入れられませんでした。
皆さん命からがら自宅から逃げてきた様子。当時は携帯電話
もなく安否確認のため公衆電話に大行列ができていました。

活動内容は
　須磨区で救助活動に従事。倒壊した建物やがれきの下から
住民を救出する任務でした。救命がかなわず無力感を覚えた
こともありましたが、ご遺族からの「ありがとう」の言葉に
少し救われました。

市民に伝えたいことは
　震災を教訓に日ごろから備えて
ほしいです。暖房器具や住宅設備
は安全装置が付いたものを選んで
ください。また、備蓄食料は味も
良くなり保存期間も延びています。
私は、非常食を食べては買い足す
「ローリングストック」を実践して
います。皆さんもぜひ試してくだ
さい。

　同会議は12月16日、西町三丁目の市民セン
ター（あやべ・日東精工アリーナ）で研修会を
実施。奥上林地区自治会連合会の岩見修一会長
が、避難行動タイムラインの作成経過などを報
告しました。また、京都大学防災研究所の牧紀
男教授による講演では、過去の災害事例を交え
て、ハザードマップの使い方や避難の注意点な
どを学びました。

令和３年度
防災トピック

ス防災トピック
ス

車の運転中は
・急ブレーキをかけず、緩やかにスピー
　ドを落として車を左に寄せる
・ハザードランプを点灯し、周りの車に
　注意を促す
・鍵をつけたまま貴重品や車検証を持っ
　て避難する
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